
目的・目標の達成度

市民への効果

共働の相乗効果

○採点の基準
　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である

最終評価 Ａ

講評

全公民館へのヒアリングや、庁内の関係課との連携・調整
を行ったことが、成果に繋がっており高く評価できます。

「公民館つなぐガイドブック」は、具体的で分かりやすく作成
されており、各館での連携事業の実施に向けて活用が期待
される内容となっています。

今後は市が、ガイドブックをはじめとする本事業で構築した
仕組みを活かして、公民館がつなぐ共創のまちづくりを進め
ていくことを期待します。

令和３年度の状況 共働の成果を活かしそれぞれが実施
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